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町
民
と
と
も
に
歩
む
広
報
を

発
刊
二
百
号
を
迎
え
て

昭
和
二
十
七
年

-
用
、
本
紙
が
発
刊

さ
れ
て
か
ら
二
十
三
年
の
歳
月
を
経
、

今
月
で
二
百
号
を
迎
え
ま
し
た
。

広
報
は
、
町
政
と
家
庭
を
結
ぶ
か
け

橋
と
し
て
、町
の
行
政
を
正
し
く
伝
え
、

住
民
が
れ
取
も
知
り
た
い
こ
と
を
と
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
で
す
。

議
会
の
状
況
、
町
づ
く
り
の
計
画
、

各
種
の
会
合
、
町
民
の
意
見
、
殺
し
い

問
題
、
さ
ま
ざ
ま
な
知
徹
、
住
民
の
動

き
に
至
る
ま
で
、
茶
の
間
に
い
な
が
ら

今
金
町
の
姿
が
わ
か
り
、
町
民
全
部
が

行
政
に
参
画
で
き
る
も
の
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
広
報
活
動
は
、
単
に
知
』
勺

せ
る
だ
け
で
在
〈
広
く
意
見
を
聞
く
『

広
聴
』
の
一
面
が
強
く
要
望
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
正
し
く
反
映
す
る
こ
と
に

よ
り
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
が
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
角
的
な
取
材
、

編
集
、
ス
ペ
ー
ス
な
ど
ま
だ
ま
だ
不
十

分
寺
占
い
も
多
く
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

二
百
号
を
契
機
に
よ
り
一
層
充
実
し

た

『広
報
い
ま
か
ね
』
に
す
る
た
め
、

み
な
さ
ん
の
ご
提
言
を
広
く
と
り
入
れ

み
な
さ
ん
と
と
も
に
考
え
、
と
も
に
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
気
軽
に
ご
意
見
、
要
望
な

ど
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い
。

N
f
 

・F占



関心

締主芸能選考綜袴j
'~::::;t~'~;:)ン句号3PJE湾ど'X~ii;:;.'~{!{:í

強い

意見要望 200件

備に

町
民
の
み
な
さ
ん
の
な
ま
の
声
を
広
く
町
政
に
反
映
し
、
明
る
く
住
み
よ
い

町
づ
く
リ
易

T
と
、
毎
年
新
年
度
予
算
編
成
前
に
聞
か
れ
て
い
る
町
政
懇
談
A
E
。

こ
と
し
も
、
一
月
二
十
四
日
か
句
三
十
日
ま
で
各
部
落
に
出
向
き
十
二
会
場

で
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
合
わ
せ
て
四
百
人
余
り
の
参
加
者
が
あ
リ
、
地
域
内
切

実
主
要
望
や
町
づ
く
り
の
た
め
の
組
設
的
な
芯
凡
が
二
百
件
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

意
見

は
積

極
的

に
町
政
へ

反
映

各
地
区
内
懇
議
会
に
は
、
町
長
、
教

行
一
民
、
#
課
長
が
出
向
。
ま
ず
、
町
長

が
新
年
皮
肉
開
発
予
ぬ
か
ら
、
新
規
卒

業
内
経
過
報
告
が
あ

り
、
回
、
道
、
町
内

事
故
に
分
け
て
当
耐

の
懸
案
事
項
を
説
明

し
ま
し
F
3

確
定
申

こ
の
あ
と
地
区
内

代
表
が
司
会
に
当
た

り
活
発
な
意
見
や
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
対
し
て

町
理
事
者
が
そ
れ
ぞ

れ
的
対
策
、
将
来
的

比
過
し
に
つ
い
て
芭

按
答
え
ま
し
「
ョ

一
会
場
お
よ
そ
三

時
川
町
熱
心
な
訓
し

:いて
J 孟熱 ヒ !
有心ザ
司なを
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告
は

3
月
日
日
ま
で

品内

リ鬼

H
口

よ

火

£
晶
、
ふ
小

1
4-="

昭
和
四
十
九
年
分
の
所
得
脱
町
昨
定

申
告
と
納
鋭
は
、

二
月
十
六
日
か
ら
主

月
十
五
日
ま
で
で
す
。

申
告
HU
を
市
く
と
き
に
は
‘
申
告
討

と
一
滴
に
配
付
さ
れ
て
い
る

「所
仰
鋭

的
呼
注
申
告
の
手
引
き
」
や
「
巾
ι口哨川

町山
山き
か
た
」
な
と
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
町
内
総
出
は
、
卵
送
で

も
け
っ
こ
、
〉
で
す
の
で
忘
れ
ず
期
限
ま

で
に
申
告
し
ま
し
ょ

3
。

税
務
担
で
は
、
こ
の
則
問
中
、

一附
仰

や
税
制
的
討
の
方
法
と
、
中
管
内
向
山
門

き
か
た
な
ど
に
つ

い
て
い
つ
で
も
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
な
お
‘

二
月
二
十

四
日
止
二
十
五
日
に
役
場
で
納
鋭
利
減
を

在宅投票の活用を

重
皮
肉
身
体
障

3
8に
限
っ
て
郎

刷
出
方
式
に
よ
る
不

在
者
投
玖
制
度
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
凶

月
内
統

一
地
方
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
そ
の
あ

ら
ま
し
を
お
知
」
っ

せ
し
ま
す
。

マ
対
象

身
体
障

者
お
手
帳
に
①
両

3月 1日から受付

σ〉

利

用

を

行
な
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

巾
告
の
必
裂
な
方
は
@
間
業
、
内
比
定
、

飲
食
業
主
ど
の
事
業
を
し
て
い
る
方
@

地

代

家

計

配

当
な
ど
の
所
仰
が
あ

っ
た
万
@
山
林
、
宅
地
、

そ
の
他
資
産

下
肢
体
幹
的
障
害
が

一
級
か
二
銭
②

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
端
的
郎
等
が
一

級
お
よ
び
三
級
と
芯
出
帆
さ
れ
て
い
る

人
。
ま
た
、
戦
傷
病
者
手
帳
に
①
而
下

肢

体

幹

の
防
笹
が
特
別
項
症
お
よ
び

第
二
川
氏
@
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
引
仰

の
町
民
口
が
特
別
項
症
お
よ
び
第
三
項
症

と
足
時制
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

マ
申
請
手
続
き

①
今
金
町
選
挙
句
別

委
円
以
長
に
本
人
が
自
分
て
料
名
(
代
況

は
無
効
)
押
印
し
た
文
書
で
「
郵
促
投

京
証
明
哨
ど
の
交
付
を
巾
消
@
交
付
さ

れ
た
刷
抑
制
比
投
県
証
明
性
を
添
え
て
.
投

合
い
は
、
い
ぜ
ん
町
道
、
側
構
内
務
品
川
、

除
苫
間
組
が
中
心
。
ま
た
生
活
環
境
肉

強
備
に
も
強
い
関
心
が
寄
せ
句
れ
ま
し

た
。
お
も
な
問
題
と
回
答
は
次
の
と
お

リ
で
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
を
尊
重
し
絞

極
的
に
町
政
に
お
リ
込
み
ま
す
が
、
今

後
も
意
見
、
要
望
は
、
い
つ
で
も
気
軽

に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〈〉
町
長

1
給
需
裂
の
抑
制
で
厳
し
い
予

算
折
衝
で
し
た
が
、
新
規
事
業
と
し
て

次
の
八
併
が
お
お
も
ね
日
比
通
し
が
つ
い

べ

@
英
利
河
ダ
ム
の
実
地
設
計
本
訓

査
の
実
地
@
H
M
牧
償
断
道
路
美
利
河
地

区
内
新
設
@
中
里
土
地
区
町
民
用
地
開

発
背
中
撲
の
訓
先
@
白
石
段
免
道
路
第
二

期
工
事
内
実
地
@
金
瓜
燥
地
開
発
事
業

の
謝
先
@
第
二
次
振
興
山
村
事
業
@
第

二
次
内
開
業
椛
造
改
普
事
業
@
英
利
河
自

然
休
廷
林
内
指
定
|
こ
れ
ら
は
大
事
業

主
だ
け
に
真
剣
に
取
り
組
み
た
い
。

〈〉
部
落
会
館
の
新
築
、
増
築
を

(住
吉

八
束
、

日
進

)
l
各
地
域
内
地
語
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
五
十
年
度
は
日
進

部
落
会
館
の
建
設
、
花
石
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
円
増
築
を
計
画
し
て
い
る
。
住

吉
、
八
束
は
五
十

一
年
度
i
五
十
二
年

度
に
鐙
設
し
た
い
。

を
市
渡
し
た
な
ど
で
昨
年
中
に
所
得
が

あ
っ
た
方
@
給
与
所
伴
者
で
家

n.

配
当
な
ど
の

「給
与
以
外
同
所
得
」
が

あ
っ
た
方
な
ど
で
す
。

申
告
を
す
る
と
き
に
は
、
源
泉
徴
収

川
市
や
技
除
の
た
め
に
N
U
M
K
な
生
命
保
険

料
、
川
町
田
保
険
料
、
医
療
技
、
祁
M
M
4

ど
の
証
明
苫
、
明
細
書
類
誠
波
の
と

き
の
売
日
契
約
』
な
ど
早
的
に
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

確
定
中
止u
則
に
な
り
ま
す
と
、
税
務

代
川
知
的
作
成
な
ど
を
依
同
制
す
る
人
が
多

い
こ
と
に
川
出
来
し
て
、
悦
削
岨
士
業
を
行

1
資
怖
の
な
い
人
が
中
作
百
円
作
成
な

ど
の
仕

F
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ζ

の
よ

3
主
「
に
せ
悦
地
士
」
は
法
律

に
逃
反
す
る
ば
か
り
で
主
く
、
納
税
名

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

資
格
の
な
い
人
に
依
似
し
な
い
よ

3
、

-
-
M
礼
芯
く
だ
さ
い
。

柴
田
町
四
日
前
ま
で
に
本
人
が
岩
名
、

押
印
し
て

「投耐刷
用
紙
」
と
「
投
山
川

封
筒
」
を
前
求
す
主
山
車
交
付
さ
れ
た
投

刊
刷
用
紙
に
は
本
人
自
ら
候
補
者
一
人
的

氏
名
を
よ
岐
、
投
手
用
紙
を
入
れ
る
投

県
川
封
筒
的
表
部
に
も
判
名
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
④
投
玖
府
封
筒
は
他
的
適

当
主
封
筒
に
入
れ

「投
梨
在
中
」
と
明

芯
し
た

3
え
で
、
選
管
委
は
長
に
郎
送

し
投
烈
が
完
了
し
ま
す
。

守
こ
の
申
凶
手
続
は
三
月

一
日
か
ら
受

付
け
ま
す
の
で
、
不
明
同
点
は
役
場
選

挙
句
別
委
は
会
に
お
た
ず
ね
〈
だ
さ
い
。

。
季
節
保
育
所
の
開
設
を
(捷
利
河
、

花
石
、
稲
穂
、

豊
田

)
1
基
本
的
に
は

十
名
以
上
な
ら
ば
開
設
す
る
が
、
そ
れ

以
下
な
ら
部
落
立
と
し
て
町
が
助
成
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

。
中
学
校
統
合
と
給
食
セ
ン
タ
ー
の
計

画
は
(
今
金
、
種
川

)
1
本
年
度
は
ス

ポ
l
y
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
の
で
完
成
後
給
食
セ
ン
タ
ー
を
具

体
化
し
た
い
。
統
合
問
題
は
父
兄
の
一

致
し
た
訪
日
常
凡
が
得
ら
れ
れ
ば
挫
設
に
と

り
か
か
リ
た
い
。

。
種
川
温
泉
の
利
用
は
(
種
川
ほ
世
)

t特
養
老
人
ホ

l
ム
に
引
泌
す
る
ほ
か

一
般
に
利
用
で
き
る
湯
治
場
や
地
泉
プ

ー
ル
も
考
手
句
れ
る
が
、
場
質
分
折
後

具
体
的
に
検
討
す
る
a

。
防
犯
灯
の
設
置
と
維
持
貨
を
軽
減
し

て

(今
金
、

英
利
河
)

H
H
こ
れ
ま
で
の

二
分
の
一
制
助
を
新
年
度
か
ら
三
分
の

一
一
に
改
め
る
。
増
訟
も
引
回
し
て
い
る
。

今
金
中
央
線
は
水
銀
灯
を
設
置
す
る
.

。
ご
み
収
集
所
の
散
乱
防
止
を
(
今
金
、

種
川
)
l
き
れ
い
な
町
づ
く
り
の
た
め

に
も
適
切
な
方
法
を
災
地
し
た
い
.

八〉
町
道
寄
支
線、

と
〈
に
酪
農
家
の
除

雪
を
(
種
川
ほ
が

)
1
来
冬
は
除
雪
機

を
増
強
す
る
の
で
全
町
的
に
配
服
し
た

い
。
除
ロ
ー
を
し
な
い
所
内
宮
わ
り
は
融

苫
期
に
実
施
す
る
。

。
歯
科
医
の
捻
療
対
策
を
(美
利
河
、

中
里

)
1
国
保
病
院
の
総
A
円
此
築
の
際

新
設
も
弔
え
ら
れ
る
が
、
例
入
歯
科
医

と
協
力
し
て
緩
和
に
努
め
た
い
.

障
害
福
祉
年
金

の
支
給
が
拡
大

同
民
年
令
制
度
か
ら
支
給
さ
れ
る

山
抑
止
岡
市
制
年
金
は
、
い
ま
ま
で
は
、

特
に
、
町
山
世
相
M
皮
が
弔
い

一
級
何
人

に
限
っ
て
支
給
さ
れ
て
お
リ
ま
し
た

が
、
昨
年
よ
り
、
こ
の
昨
答
程
度
が

や
や
時
い

二
級
町
人
に
も
支
給
さ
れ

る
よ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
さ
れ

る
額
は
月
七
千
五
百
問
で
す
。

こ
の
限
必
皮
は
、
同
氏
年

も

?J出
に
定
的
句
札
て
い
る
思
百

に

等
級
表
に
よ
り
区
別
さ
れ
ま
す
。

体
ヨ

陪
在
皮
肉
判
定
は
、
医
師

汲

の
認
定
に
よ
り
ま
す
が
、
大
体

i
川

町
目
や
す
と
し
て
次
の
羽
田
に
一
一

該
当
す
る
方
と
い
え
ま
し
ょ

3
0
い

@
片
千
円
指
を
全
部
失
っ
た

漆
占

か
、
完
全
?
ヒ
で
全
部
内
事

叫

ほ
と
ん
ど
使
え
主
い
状
他
⑫

片

」

腕
を
ほ
と
ん
ど
山

1
』
と
が
山

や

米
な
い
状
抽

6
両
足
の
全
部
内

指
を
失
っ
た
か
.
片
足
を
ほ
と
ん
ど

仙
民
主
い
注

6
視
力
が
税
力
表
的

一
排
大
き
な
文
字
を
メ
ガ
オ
を
か
け

て
二
日
川
町
距
離
か
ら
や
っ
と
読
め
る

止
6
uも
と
で
大
声
で
ど
な
れ
ば
.

そ
の
う
ち
の
こ
っ
三
つ
の
戸
が
よ
3

ゃ
く
聞
こ
え
る
程
度
で
、
補
聴
山
川
町

効
果
が
少
な
い
状
時
一
@
十
日
川
以
上
真

っ
す
ぐ
に
歩
〈
こ
と
が
山
米
な
い
状

。
土
づ
〈
り
や
乳
牛
の
障
害
対
策
は
(

種
川
、
神
丘

)
1
関
係
機
凶
と
積
極
的

に
土
波
改
良
を
重
点
的
に
取
り
く
む
a

O
畑
作
品
M
ん
排
の
対
策
は
(
神
丘

)
H

牒
業
基
盤
酪
備
に
二
次
隣
町
適
用
を
は

か
る
。
経
M
W
忌
唱
の
定
見
を
集
約
し
た
い
。

〈
〉
教
員
住
宅
の
新
築
を
(
英
利
河
、
種

川
、
日
進
)
川H
へ
き
地
教
住
町
枠
が
少

な
〈
改
築
を
要
す
る
も
の
が
多
い
。
五

十
年
度
は
日
進
に
一
戸
、
今
金
二
戸
を

処
設
。
他
は
出
来
る
だ
け
修
理
す
る
a

O
遥
々
今
金

1
八
雲
線
の
早
期
舗
装
と

亭
期
の
開
通
を
(
日
進

)
1
改
良
が
完

成
し
た
の
で
早
〈
実
現
す
る
よ
う
強
〈

側
係
機
関
に
袈
加
す
る
。

〈〉墓
地
道
路
の
聾
備
を
(
花
石
、
種
川

金
原
)

H
H
砂
利
敷
は
実
施
す
る
が
測
構

繋
備
は
部
落
の
協
力
を
作
た
い
。

〈
〉
婦
人
学
級
の
運
営
助
成
を
(
種
川
)

H
H
少
し
で
も
増
額
し
た
い
の
で
大
い
に

学
但
し
て
ほ
し
い
@

。
防
火
貯
水
槽
の
段
置
を

(
英
利
河
、

花
石
、
金
原
)

H
H
梢
防
関
係
と
も
話
し

あ
い
財
政
而
と
も
考
え
検
討
す
る
。

〈V
後
継
者
の
花
嫁
を
(
住
吉
、
日
進
)

H
H
紡
防
相
級
所
内
内
容
を
充
実
す
る
の

で
広
〈
利
争
た
い
。

八〉
木
造
取
入
口
の
水
位
、
海
過
槽
の
改

善
を
(
住
吉
、
稲
穂
、
日
進

)
1
水
道

室
の
技
術
的
指
導
で
改
普
し
た
い
。

〈
〉
出
産
時
の
母
子
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は

(
神
丘
)
リ
仙
人
科
の
医
仰
が
必
要
だ

が
助
産
制
で

L
可
能
で
あ
る
か
句
将
来

検
討
し
た
い
。

(2 J 

a・・

相
砂
食
物
が
口
か
ら
こ
は
れ
る
た
め

下
や
加
物
で
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
主

い
か
、
食
物
を
か
み
〈
だ
〈
能
力
が

屯
い
状
拙

av首
声
や
言
活
だ
け
で
相

手
に
ぷ
を
伝
え
ら
れ
ず
、
身
よ
り
や

文
字
で
は
じ
的
て
伝
え
ら
れ
る
状
態

@
背
竹
な
と
の
障
害
で
、
屋
外
で
は

つ
え
、
松
諜
づ
え
な
ど
の
補
助
具
な

し
で
は
少
行
山
米
主
い
状
悦
⑪
結
核

性
や
血
液
町
病
気
、
じ
ん
臓
や
肝
臓

の
病
気
事
で
、
安
問
叩
を
必
嬰
と

L
.
一知
時
川
肉
離
床
位
戊
で

外

自
主
主
に
般
に
主
っ
て
い
る
状

操

通

話

の
病

気

で

室

内

村山

に
臨
め
て
弘
和
な
活
動
向
み
に

引

制
限
さ
れ
る
状
抽
@

川町
神
的
附

給

筈
で
、
人
院
の
必
嬰
は
な
い
が
.

坦{瓦

日
市
生
活
同
法
本
的
動
作

(食

金

宍

川
州
出
、
入
浴
、
洗
一山
な
ど

凶

)
が
部
分
的
に
可
能
な
状
態
l

f
な
ど
自
治
仕
藷
が
非
市
に
制
約

さ
れ
る
状
態
的
防
1
1

回お
と
い
え

ま
す
。

な
お
、
こ
の
年
金
は
、

他
的
年
金

制
度
か
ら
年
金
を
呈
け
て
い
る
人
や
、

一
{
止
制
以
上
町
所
得
が
あ
る
人
に
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
こ
の
ほ

か
m
盟
国
の
原
因
に
な
っ
た
病
気
の
初

給
目
、
年
令
.
保
険
料
的
納
付
状
況

に
よ
っ
て
.
制
限
が
あ
り
ま
す
何
で
‘

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
役
場
年

金
係
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

r 3 1 



明
る
く
ス
7

ト
で
デ
ラ
ッ
ク
ス
な
憩
い
の
ホ

i
ム
、
特
別
養
彼
老
人
ホ
ー

ム
バ
話
訴
削
」
が
四
月
に
完
成
し
ま
す
。

間
掛
か
な
綴
祉
社
会
を
最
重
占
と
す
る
町
が
二
億
円
を
投
じ
て
建
設
中
の
ホ
ー

ム
と
は
、
ど
の
よ
う
を
施
設
な
の
か
、
入
閣
を
希
望
さ
れ
る
家
族
の
み
な
き
ん

と
ホ
ム
的
混
事
長
さ
ん
に
話
し
合
勺
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
下
で
も

入
国
で
き
ま
す

友
善

設
置
期
成
会
を
は
じ
め
関
係

者
向
長
い
聞
の
努
力
に
よ
り
大
望
的
老

人
ホ
l
ム
が
よ
ー
や
く
完
成
し
ま
す
ね
、

と
〈
に
理
事
長
き
ん
ご
苦
労
さ
ま
。
不

自
由
な
方
は
大
喜
び
で
す
。

加
藤

私
の
仕
事
内
も
脳
卒
中
で
倒
れ

長
い
問
看
病
に
苦
労
し
ま
し
た
。
こ
の

苦
労
を
町
民
的
不
自
由
な
方
に
す
-」し

で
も
役
立
て
よ
う
と
、
こ
れ
か
ら
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
普

四
月
に
完
成
し
て
五
月
か
ら

閥
図
と
の
こ
と
で
す
が
、
現
在
申
込
み

、，

5周闘園の

かペドへ.

、.〆
佐
々
木
ナ
ツ

脳
車
中
後
遺
症
中
宮
古

な
ど
は
、
と
く
に
制
使
な
ど
の
芯
志
表

示
が
悪
く
、
ヘ
ル
パ

ー
に
な
か
な
か
話

J
V
昌
じ
な
ρ
と
か
わ
か
っ
て
も
ら

1

7

1

:

l

:

ー

え
な
い
の
で
そ
の
占
が

一
番
心
配
で
す
。

加
藤

は
じ
め
の
っ
ち
は
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
ホ
ー
ム
に
は
専
門
的
資

格
を
も
っ
生
活
指
導
員
(
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
)
が
い
ま
し
て
、
毎
日
一
人
ひ
と

り
を
観
察
、
そ
の
人
の
性
質
な
ど
に
よ

出席のみなさん

は
何
人
ほ
ど
で
す
か
。

加
藤

町
内
に
は
現
在
七
十
人
ほ
ど

対
象
者
が
い
ま
す
が
、
当
初
六
十
五
歳

以
上
で
寝
た
き
り
老
人
が
該
当
す
る
の

だ
と
思
い

二
十
名
位
で
し
た
。
こ
れ
は

一
般
的
な
法
の
解
釈
で
、
向
且
玉
吋
闘
で
は
、

例
え
ば
、
ま
っ
た
く
手
の
か
か
ら
主
い

人
が
、
成
人
病
の
た
め
毎
日
医
療
の
手

を
離
れ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
き
り
と
て

そ
の
病
気
は
な
か
な
か
治
る
病
気
で
な

い
と
い
う
人
や
、
家
族
が
い
て
も
そ
向

者
の
介
護
の
た
め
仕
事
が
出
来
な
い
と

か
、
家
庭
内
で
医
療
的
知
織
が
な
い
た

め
十
分
な
看
護
が
出
来
な
い
な
ど
、
そ

の
者
向
福
祉
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
六
十
歳
前
後
円
方
が
入
園
で

き
ま
す
。
佐
々
木

私
的
妥
も
寝
た
き
り
で
す

が
五
十
二
歳
な
の
で
入
凶
で
き
る
か
心

配
で
し
た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
自
分
も

足
の
治
療
に
専
念
で
き
ま
す
。

友
善

ご
ふ
放
で
入
国
を
希
望
き
れ

て
い
ま
す
が
、
本
人
と
の
話
し
合
い
で

示
知
し
て
い
ま
す
か
。

佐
々
木
ナ
ツ

家
で
は
農
業
な
の
で

冬
は
ど
う
に
か
み
て
や
れ
る
の
で
す
が
、

脱
繁
期
に
は
ど
う
し
て
も
外
に
出
る
こ

と
が
多
ノ
¥
つ
い

一
人
に
し
て
し
ま
う
。

以
前
に
も
外
か
ら
帰
っ
て
み
る
と
一
人

で
便
所
に
行
っ
た
ら
し
く
途
中
で
倒
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
本
当
に
か
わ
い
そ

ー
に
思
い
ま
す
。
施
設
に
入
札
ば
た
く

禁
》
ん
の
人
達
に
み
て
も
ら
え
る
し
、
家

に
い
る
よ
り
本
人
の
た
め
に
は
し
あ
わ

せ
で
な
い
か
な
あ
と
思
い
ま
す
。

十
年
あ
ま
り
品
不
族
で
み
て
き
た
の
を

焔
設
が
出
来
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ

入
れ
る
の
は
ど

3
も
ふ
ん
切
り
が
つ
か

な
か
っ
た
の
で
す
。
前
に
は
、
こ
の
よ

う
な
施
設
が
出
来
る
の
だ
よ
と
話
し
た

ら
「
二
、
一二
年
た
っ
て
良
い
よ
う
な
ら

い
く
さ
あ
し
と
言
っ
て
ま
し
た
。
先
日

大
変
良
い
施
設
だ
と
聞
い
て
本
人
に
話

し
た
ら

「そ
札
な
ら
入
る
よ
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

宮
崎

私
的
祖
母
は
、
施
設
の
内
容

を
よ
く
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
入

国
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
寒
い
自
宅

に
居
る
よ
り
院
か
い
ホ

l
ム
で
、
テ
レ

ビ
も
見
れ
る
し
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

最
新
式
の

設
備
を

誇
る
リ
ハ
ビ
リ
型

加
藤

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
の
巡

仲
号
法
に
は
、
保
護
型
と
リ
ハ
ビ
リ
型

が
あ
り
、
道
内
で
は
保
護
型
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
ホ

l
ム
は
リ
ハ
ビ
リ
型

で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

単
に
手
足
の
述
踊
機
能
師
会
的
治
療
、

回
復
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
ノ
¥

よ
り

広
〈
障
害
者
を
身
体
的
、
精
神
的
、
経

済
的
、
社
会
的
に
と
ら
え
、
そ
の
も
っ

て
い
る
心
身
両
面
の
能
力
を
で
き
る
限

り
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
社
会
的

援
助
を
い
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
く

に
、
年
生
可
り
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い
こ
と
で
す
。
床

に
つ
い
た
ら
皇
主
一
百
、
一
週
間
と
機
能
が

減
退
し
ま
す
@
で
す
か
ら
ホ
ム
の
ベ

y

ト
は
、
ベ
ソ
卜
の
ま
ま
で
自
由
に
体

位
を
愛
、
え
れ
る

「ギ
ヤ
ジ
ベ

y
ト
L

で

す
か
ら
、
床
上
で
も
訓
練
が
で
き
る
わ

け
で
す
。
ま
た
、
床
づ
れ
し
な
い
マ
ソ

卜
も
使
用
し
ま
す
の
で
大
変
楽
で
す
。

佐
々
木

病
院
で
は
時
間
的
に
訓
練

を
や
る
の
で
忠
者
が
苦
痛
が
り
か
わ
い

そ
う
で
し
た
。

加
藤

ホ
l
ム
で
は
訓
練
と
か
援
助

は
あ
く
ま
で
も
強
請
し
ま
せ
ん
。
自
然

的
内
に
自
己
か
ら
求
め
る
よ
う
な
環
境

を
つ
く
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し
て
残

さ
れ
た
可
能
性
を
で
き
る
限
り
引
き
だ

し
て
、
毎
日
内
生
活
に
張
り
合
い
を
も

た
せ
る
こ
と
で
す
。
寝
た
き
り
の
方
は
、

特
例
中
ι圭
と
い
っ
て
、
ベ
ソ
}
に
寝
た

ま
ま
で
下
か
ら
浴
槽
が
上
が
っ
て
来
て

入
浴
出
来
る
設
備
で
す
か
ら
、
そ
れ
一

つ
に
し
て
も
安
勺
き
と
楽
し
み
が
あ
り

自
己
的
身
体
に
回
復
の
芯
欲
を
も
た
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

弘
D
j

、
一
喝
別
誹
予
ル
部
主
E

ヲ有

l重

、ザ

リ
適
切
な
指
導
を
し
ま
す
。
ま
た
、
入

園
者
四
1
五
人
に
一
人
的
制
合
で
、
日

夜
九
河
内
迦
り
を
世
話
す
る
ヘ
ル
パ
|
は
、

経
験
の
あ
る
者
で
、
専
門
の
研
修
も
終

え
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
常
時
医
師
が
健

康
診
断
を
し
ま
す
し
看
護
婦
も
お
り
ま

す
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

宮
崎

入
園
す
る
の
に
ど
ん
な
も
の

を
準
備
し
た
句
よ
い
の
で
し
ょ
う
ヵ
。

加
藤

夜
具
な
ど
一
斉
い
り
ま
せ
ん
。

下
積
類
と
絞
ま
き
だ
け
用
意
き
れ
る
だ

け
で
結
納
で
す
。
ほ
と
ん
ど
ホ

l
ム
の

規
格
品
を
使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
症
状

と
栄
養
に
過
し
た
食
事
の
ほ
か
に
、
甘

味
品
、
酒
、
タ
バ

コ
の
し
好
品
や
チ
リ

紙
、
石
け
ん
な
ど
の
日
用
品
も
無
料
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

入
国
政
も
大
半
の
方
は
無
料
て
す
。

た
だ
し
、
家
族
の
所
得
に
よ
り
若
干
の

費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ

リ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

そ
れ
か
ら
、
町
内
の
み
な
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
定
只
が
五

十
名
な
の
で
早
く
申
し
込
み
し
な
い
と

豊寿国語重量郎さん

， 
老人福祉相談員 ー.
友善幸次郎さん

町
外
か
ら
も
希
望
が
あ
り
定
兵
に
な
リ

ま
す
と
途
中
で
は
な
か
な
か
入
国
す
る

こ
と
が
む
づ
か
し
く
な
り
ま
す
。

設
備
に
み
る
温
か
い
配
慮

佐
々
木
ナ
ツ

施
設
が
町
内
に
あ
る

こ
と
は
う
れ
し
い
で
す
@
い
つ
で
も
而

会
に
行
け
る
し
、

二
、
三
日
自
宅
に
帰

る
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。

加
藤

そ
れ
は
自
由
て
す
。
こ
の
ホ

ム
は
北
海
道
で

一
番
立
派
な
施
設
で

す
よ
。
設
計
も
リ
ハ
ビ
リ
型
に
よ
っ
て、

居
室
に
は
性
院
窓
を
入
れ
や
わ
ら
か
い

光
線
を
与
え
、
天
井
に
は
、
数
才
文
字

の
模
様
を
あ

L
H
ぃ
、
す
こ
し
で
も
脳

内
老
化
を
防
ぐ
よ
う
に
し
、
出
入
口
は

ア
コ
ー
デ
オ
ン
ド
ア
、
各
居
室
は
そ
れ

ぞ
れ
色
を
変
え
室
を
ま
ち
が
え
な
い
よ

う
に
、
ま
た
、
廊
下
は
天
窓
を
と
り
明

る
い
光
線
に
よ
っ
て
居
室
か
ら
ホ
ル

に
誘
導
す
る
よ
う
気
を
く
ば
っ
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ル
は
日
常
生
活
の
楽
し
い
場

と
し
て
室
内
池
に
噴
水
な
ど
も
作
り
ま

す
。
機
能
訓
練
室
は
ホ

l
ル
と
開
放
式

‘... . 
々木一夫司会町)

に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
休
み
な
が
ら
訓

練
し
た
り
、
談
話
室
で
楽
し
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。
食
主
は
一
番
楽
し
い
場
と

し
て
洋
室
と
和
室
を
併
設
し
、
和
室
に

は
直
経
こ
れ
の
丸
窓
を
つ
け
和
室
内
位
を

出
し
、
壁
も
明
る
い
高
級
模
様
布
監
を

つ
か

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
身
体
を

動
か
す
た
め
に
も
出
来
る
だ
け
食
堂
で

食
事
を
す
る
よ
う
に
し
む
け
る
た
め
で

す
。
起
床
も
小
向
日
の
な

F
声
な
ど
で
起

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
善
規
則
正
し
い
生
活
、
情
説
教

育
、
病
室
内
で
の
最
少
限
度
の
機
能
訓

練
l
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
ね
。

町
で
は
七
十
歳
以
上
の
医
療
費
の
無

料
化
を
実
施
し
た
の
で
、
各
病
院
は
次

第
に
老
人
ホ
1
ム
化
し
て
い
ま
す
が

こ
れ
に
よ
り
一
般
病
院
の
ベ

ソ
ト
も
多

少
緩
和
さ
れ
る
で
し
ょ
う
ね
。

佐
々
木

こ
う
し
た
立
派
な
胞
設
で

す
か
ら
従
業
只
も
奉
仕
粕
心
の
旺
盛
な

方
々
の
就
任
を
望
み
た
い
で
す
ね
。

加
藤

家
族
の
温
か
い
理
解
と
励
ま

し
に
よ
り
生
き
が
い
の
あ
る
明
る
い
ホ

ー
ム
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

博さん
(田代)

佐々木ナツさん
(種川)

宮崎

一雄
護
教
…枇
饗
川

民
生
児
童
委
員

民
生
鬼
童
委
貝
町
人
た
ち
は
、
社

会
福
祉
行
政
に
対
す
る
協
力
機
関
と

し
て
、
自
主
的
に
地
域
住
民
的
福
祉

の
向
上
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

住
民
が
し
あ
わ
せ
に
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
由
盤
固
と
な
る
問
題
の
発
見

と
、
そ
の
原
因
を
と
り
除
く
た
め
、

お
年
寄
り
の
悩
A
、
思
童
の
こ
と
、

生
活
環
境
の
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
が

持
つ
い
ろ
い
ろ
な
心
配
ご
と
に
つ

い

て
相
談
に
の
り
ま
す
。

ま
た
、
生
活
保
護
内
申
崎
町
指
導

や
世
帯
更
非
食
金
の
貸
付
け
な
ど
、

低
所
得
者
に
対
す
る
媛
議
と
い
う
大

切
主
役
割
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の

=
他
、
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
に

=
つ
い
て
の
相
談
や
般
助
に
努
め
る
こ

=
と
や
、
公
的
社
会
福
祉
の
諸
施
策
へ

=
の
協
力
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
活
動

z

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
最
近
は
、
社
会
経
済
円
急

激
な
変
動
に
よ
り
生
活
環
境
内
複
雑

化
、
核
家
族
に
と
も
な
う
老
人
問
題

過
密
過
疎
現
象
に
と
も
な
7
社
会
的

連
帯
感
の
そ

7
失
、
社
会
的
歪
吉

地
大
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
を
お
び

や
か
す
新
し
い
問
題
が
生
じ
て
お
り
、

民
生
鬼
童
委
J
H
の
来
た
す
役
割
は
ま

書
す
ま
す
大
き
な
も
の
が
あ
け
ま
す
。

こ
の
た
め
、
委
只
の
方
た
ち
は
つ

ね
に
担
当
す
る
地
域
内
的
尖
怖
を
把

握
す
る
た
め
、
別
査
や
巡
函
を
し
て

い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
を

み
な
さ
ん
の
品
不
足
や
隣
り
近
所
に

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
相
談
を
も
ち
か
け
、

一
日
も

干
早
く
解
決
し
て
明
る
い
生
活
を
送
つ

干
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

一
/
町
内
民
生
児
草
委
只
は
、
昨
年
十

一
一
月
三
十
日
、
三
年
間
の
任
期
が
仙

一
7
し
、
改
め
て
次
の
方
々
が
十
二
月

中

一
日
付
で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

ヰ
ま
し
セ

U
A世
称
略

1

己

阿

部

広

(英
利
河
)
田
中
義
雄
(

亘
花
石
)
中
山
末
弘
(
中
里
)
加
藤
国

』
恋
(
舵
川
宮
前
)
ゐ
田
茂

(下
組
川
)

↑
県
筑
隆
三
郎
(
上
積
川
)
猪
股
敬
二

一

(
上
稲
穂
)
末
d

雌
松
雄

(南
国
代
)

一
阪
井
「
美
(
八
束
史
生
)
西
昭
二
(

中
南
凹
代
)
河
品
単
一
円
白
石
)
足
利

一
義
明
(
八
束
初
凶
)
伊
藤
一
治
(
金

五
原
中
央
)
鈴
木
吾
良
(
盟
国
)
小
池

五
重
徳
(
日
進
)
平
野
消
雄
(
神
丘
中

ギ
央
)
山
本
正
太
郎
(
鈴
岡
第
こ

一
栗
山
幸
雄
(
東
町
)
白
石
先
立
山
(
束

手
町
)
大
崎
市
美
枝
(
車
評
判
)
松
精

E

泰
子
(
八
幡
町
)
尾
形
哲
夫
(
旭
町
)

三
高
桑
京
子
(
末
広
町
)
圭
田
貞
太
郎

引

(南
町
)

〔
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死者ゼロ、

交
辿
死
全
国

一
を
返
上
l
凶
イ
五
年
以
来
、
連
続
四
年
の
不
名
誉
主
託
U
M
を

践
し
た
本
道
は
、
川
年
内
泊
民
総
ぐ
る
み
運
動
で
年
川
町
死
者
を
四
百
八
十
三

人
に
抑
え
令
国
第
五
位
、
辺
氏
悲
扇
町

ρ

全
国

一
返
上
仰
を
栄
た
し
ま
し
た
。

本
町
に
お
い
て
も
一
月
一二

4
一
日
現
在
で
交
通
事
政
死

n
ゼ
ロ
ν

五
百
九
十

四
日
を
詑
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
記
録
を

一
日
で
も
伸
ば
す
と
と
も
に
事
欣
絶
滅
的
刷
い
を
こ
め
て
、
川

年

一
年
間
何
事
故
内
容
を
分
折
し
て
み
ま
し
た
。

(資
料
は
?
高
山
内
に
h

派
山
川
町
出
)

昨
年

一
年
川
に
町
内
で
発
生
し
た
交

辿
事
的

(人
身
宇
佐
)
は
二
十
七
件
で

こ
れ
に
よ
り
四
十
二
人
的
負
向
者
を
山

し
て
い
ま
す
。

前
年
と
比
べ
刊
数
が
二
判
明
え
て
い

ま
す
が
死
者
が
四
人
減
と
負
似
者
J
U
十

二
人
減
と
な
っ
て
い
ま

す。
事
故
原
凶
を
み
ま
す

と
、
車
川
で
は
雪
道
で

の
ス
リ
y
プ
ド
此
十
二

円
、
安
全
運
転
義
務
品

反
七
件
、
交
通
三
悪

(

速
度
違
反
、
酒
酔
い

加
売
さ
に
よ
る
も
の

五
件
な
と
が
お
も
で
、

歩
行
者
側
で
は
左
側

壁
刊
、
仲
間
断
不
適
当
、

路
ト
遊
び
が
五
件
と
、

チ
ヨ
ソ
と
し
た
不
任
意

カ
ー
ブ
は
減
速
，
F

急
ブ
レ
ー
キ
は
ス
リ

一

吋
プ
事
故
の
原
因

(
回
転
、

リ
レ

l
に
熱
戦

道
民
ス
ポ
ー
ツ
桧
山
冬
季
大
会

札
帆
オ
リ
ン
ピ

ン
ク

を
記
念
し
て
の
第
六
回

選
民
ス
ポ

l
ソ
桧
山
弘
、

華
大
会
は
‘
北
部
四
町

(
今
金
、
北
桧
山
、
瀬

棚

大

成

)
か
ら
約
三

百
十
人
が
参
加
し
て
二

月
二
目
、
西
の
杜
ス
キ

l
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
"

前
夜
か
ら
の
訓
M
L
E
と

晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
た
会

場
は
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
。
斗
前

九
時
三
十
分
に
閉
会
式
、
山
本
見
守
選

手

(今
中
二
年
)
が
選
手
一
円
一替
、
早
速
、

滑
降
、
回
転
、
距
離
の
三
種
目
に
熱
戦

が
展
削
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
競
技
で
は
、
青
年
の
吉
田

徹
さ
ん
と
成
年
の
笠
原
勝
二
さ
ん
が
二

種
目
に
優
勝
す
る
な
ど
今
金
選
手
団
は

らせおし

圧
倒
的
な
強
さ
で
上
位
を
独
占
、
ス
キ

ー
王
国
今
金
を
誇
示
し
ま
し
た
。

各
位
目
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
今
金
忌
手
の
み
)

〔回
転
〕
マ
小
学
生
男
子
@
品
山
幸

久
@
小
西
規
之
マ
同
女
子
@
笠
原
な
お

み
マ
中
学
生
男
子
@
白
山
吉
浩
マ
同
女

子
@
笠
原
あ
け
み
@
小
泉
州
子
@
山
本
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ンハレ機 ン、すて‘植すノレ負 に

が
事
政
に
つ
主
い
か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
負
向
者
の
う
ち
七
名
が
老
人
と

チ
供
と
い

y
閃
も
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

逆
転
将
は
、
二
十
七
件
の
事
故
町
、
〉

ち
三
十
歳
以
下
町
若
年
層
が
十
三
州、

逆
転
経
験
二
年
末
洲
町
人
が
十
一
件
で

冬
道
に
主
れ
な
い
で
ス
リ
y
プ
を
起
~
}

す
経
験
的
泌
さ
が
原
凶
と
忠
わ
れ
ま
す
。

こ
円
こ
と
は
、
道
路
市
伊
仙
の
よ
い
国
道

ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化

が
実
施
さ
れ
ま
す

鉛
に
よ
る
環
境
汚
染
防
止
対
策
的
一

環
と
し
て
、

一
般
に
広
〈
使
間
さ
札
て

い
る
レ
ギ
ュ
ラ
ガ
ソ
リ
ン

(無料州

ガ
ソ
リ
ン

)
に
切
り
伴
え
句
札
ま
す
。

石
油
業
界
で
は
、
二
月

一
日
か
ら
ア

ル
キ
ル
鉛
を
添
加
し
な
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー

ガ
ソ
リ
ン
町
生
産
が
開
始
さ
れ
ま
す
の

で
、
ほ
と
る
く
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ノ
ド

で
無
鉛
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
が
販
売

き
れ
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
町
村
知
に
よ
っ

て
は
、幌、
鉛
ガ
ソ
リ
ン
を
一
定
条
件
町

回転に健闘した笠原あけみさん

で
の
事
故
が
二
十
一一
何
と
全
休
町
八
一

%
を
占
め
て
い
る
の
は
、
ス
ピ
ド
向

山
し
過
ぎ
む
大
き
な
忠
由
に
な
っ
て

い

ま
す
。

時
間
別
で
は
、
午
後

一
川
か
ら
六
時

ま
で
に
十
三
件
、
月
別
で
は

一
月
か
り

三
月
ま
で
の
冬
期
川
に
十

一
件
と
、
い

ず
れ
も
路
面
円
相
玉
凍
結
五
と
に
よ

る
交
通
関
境
の
変
化
に
即
応
し
た
逆
転

を
し
な
い
こ
と
が
原
凶
に
な
っ
て

い
る

よ
、
》
で
す
。

今
年
一
月
イ
七
日
、
Mm
川
町
間
必
FU

カ
ブ
に
お
い
て
ト
ラ
ソ
ク
が
ス
ピ
ー

ド
を
出

ιす
ぎ
告
ブ
レ
キ
を
か
け
た

た
め
に
ス
リ
y
プ
、
対
向
し
て
き
た
パ

イ
ク
に
技
触
す
る
ド
故
が
あ
り
、
パ
イ

ク
を
運
転
し
て
い
た
五
十
七
歳
の
人
が

右
足
を
切
断
す
る
な
ど
大
佼
我
を
さ
れ

む
と
で
使
川
し
続
け
ま
す
と
、
制
気
弁

底
的
呉
市
摩
耗
を
起
し
、
エ
ン
ジ
ン
に

不
訓
を
き
た
し
た
り
、
エ
ン
ジ
ン
伯
能

が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と
く

に
、
長
時
川
町
向
辿
走
行
や
山
辺
走
行

で
、
ニ
ー
し
た
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
事
此

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
動
車
ユ

ザ

が

適
正
な
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
し
て
も
ら

7
た
的
に
、

各
自
動
山中
メ

カ

ー

か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー

の
使
用
す
る
自
動
車
に
つ

い
て
の
、
ガ

ソ
リ
ン
の
適
正
な
使
用
方
法
、
安
全
走

行
上
町
庄
芯
4
と
を
記
持
し
た
苫
矧
と

適
正
な
使
用
ガ
ノ
リ
ン
の
怖
を
明

1ι
し

た
ス
テ
ソ
カ
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン

の
無
鉛
化
と

農
林
業
機
械
に
つ
い

て

ま
し
た
。
こ
の
よ
3
主
交
通
事
的
は
被

害
者
も
加
害
者
も

一
崎
町
、
7
ち
に
不
幸

町
ど
ん
底
に
お
と
し
入
れ
ま
す
。

逆
転
者
同
年
む
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民

み
ん
な
の
協
力
で
、
私
た
ち
の
町
か
ら

悲
惨
な
交
辿
宇
佐
を
な
く
し
た
い
も
の

で
す
。

r 6 1 

路
上
遊
び
は
危
険

以
近
、
道
路
で
宮
遊
び
を
し
て
い
て

車
に
は
ね
ら
れ
死
似
す
る
事
此
が
道
内

で
相
当
地
え
て
い
ま
す
。

市
街
地
で
も
、
路
上
で
ミ
ニ
ス
キ
ー

や
ソ
リ
で
遊
よ
子
ど
も
が
め
だ
ち
ま
す

家
庭
で
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が

危
険
4
と
こ
ろ
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
り

み
ん
主
で
注
立
し
ま
し
ょ
う
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
貼
付
さ
れ

た
ス
テ
y

カ
に
従
っ
て
給
油
し
ま
す

が
正
し
く
ス
テ
ソ
カ
ー
を
貼
付
し
て

な
い
自
動
車
及
び
ス
テ
ソ
カ
l
と
典
主

っ
た
抑
制
を
希
望
す
る
自
動
車
は
給
油

を
受
け
ら
れ
主
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
立
を
要
し
ま
す
。

ま
だ
ス
テ
y
カ

を
貼
付
し
辛
い
人

は
、
近
く
の
販
売
応
や
強
制
サ
ビ
ス

工
場
に
も
備
え
て
あ
る
の
で
、
自
分
の

車
内
製
造
時
期
主
と
を
問
い
合
わ
せ
て

必
ず
必
っ

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
二
輪
車
は
ス
テ
ソ
カ
を
貼

付
し
ま
せ
ん
が
、
幅
鉛
レ
ギ

ュ
ラ

ガ

ソ
リ
ン
的
使
間
で
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

F

一世弾，

t
ヲ
リ
加
持
し
た
も
の

duH

売
さ
れ
ま
す
。
)
を
お
お
む
ね
一
円
割

合
で
混
合
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

必
裂
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
受
け
る
際
こ

同
旨
皆
さ
ん
の
方
か
ら
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

(
な
お
、
潤
滑
油
浪
合
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
と
主
っ
て

い
る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
は
、
ニ
サ

イ
ク
ル
で
す
か
ら
、
無
鉛
化
さ
れ
た

レ
ギ
ュ
ラ
ー
庁
ソ
リ
ン
に
、
従
来
と

お
り
潤
滑
油
を
混
合
し
て
使
用
し
て

く
だ
さ
い
J

マ

ガ

ソ
リ
ン
の
担
鉛
化
に
伴
い
、
今

後
師
、
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
が
可
能
な

山
林
業
機
械
(
ス
テ
ソ
カ
ー
が
貼
付

さ
れ
る
)
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
そ
の
附
入
に
あ
た
っ

て
は
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ

今

回
の
ガ
ソ
リ
ン
無
鉛
化
に
あ
た

っ
て
、
疑
問
な
占
や
機
械
の
使
用
に

ヂ
昏
な
占
が
あ
り
ま
し
た
ら
践
業
機

械
販
売
庖
に
御
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

-保育所の入所児なども事量

町では今量計呆育所と今金季節保

育所の入所児を募集しています。

入所希望者は 2月24日から28日

までの 5日問、役場会時室にb越
しください。なお、各季節、へき

地.1*j!f所の保母も募集しています。
希望者は履歴書を添え 2月末日ま
でに役場福祉背政諜に申し込んで

ください。

.贈与税の申告は 3月15日まで

附与税の申告と納税は、 2月 1
日から 3月15日までです。
次に該当する方は早めに申告を

してください。

b 昭和49年中の 1年間に個人か
らもらった財産が基礎控除額の40

万円をこえ る場合。

b 昭和49年中に20万円を乙える
財産をもらった人が、同じ人から

48年か47年にも20万円を こえる財
産をもら っている場合

b 時姻朋HlJが20年以上の夫耐の
間で居住用不動産、または居住用

不動産を取得するための金銭の聞

ー民が行われた場合は、基礎控除や

配偶者控除をあわせで 600万円を

こえる場合。

附与税の叫税の対事となる財産

ー笠iiIIi宮1は、 IJ;i則として、その財産
の贈与を受けた時の時価によりま

す。 zー判両方法については、財産の
担割ごとにJ:!..体的にその基準を定

F めていますので、税務署におたず

ねください。

-住民登揖は正し く
みなたは、正しく住民登録をし

ていますか。町内で住所が変わっ

たときも14日以内に幅居屈を出す

ことになっています。 4月には

地方統一選挙が行われ、投球所入

一弱者などが送付されますので、早

めに手続きしてください。

また、国民年金の老齢年金を受

けている方は、ネ土壬討果険庁から直

接年金が支払われますので、住所

を異動したとか、町名が変わった

ときには、忘れず届出ください。

圃固定資産税課税台幡町縦覧を

昭和50年皮肉固定資産税が決ま
りました。役場財政課では 3月1
日から 3月20日までの問、課税台
帳をおみせします。 あなたの資産

にかかる税金はなになになのか一

度確認してはいかがで Lょ 3か。

(7) 
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不
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投
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制
度
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を
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みんな品礼

お発
わ
た
し
た

ち
が
政
治
に

参
加
す
る
州

一
の
機
会
は

選
挙
に
お
い
て
投
票
す
る
こ
と
で
す
。

選
挙
の
当
日
、
投
訟
所
に
お
も
む
い

て
投
開
却
す
る
こ
と
が
で
き
主
い
人
の
た

め
に
、
不
在
者
投
訟
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。不
杭
者
投
訟
は
選
挙
一
竹
割
安

M
会
が

指
定
す
る
病
院
や
老
人
ホ
l
ム

身

体

附
円
者
地
設
に
い
る
人
に
認
め
ら
れ
る

ほ
か
、
-
般
の
人
で
も

「や
む
を
刊
な

い
事
由
」
に
よ
っ
て
行
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こ
と
が
で
き

ま
す
a

投
票
当
目
的
業
務
出
蝦
や
妊
産

婦
な
ど
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ
め
予
定
が

決
ま
っ
て
い
る
旅
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打

L
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事
由
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に
な

り
ま
す
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投
票
が
で
き
る
期
間
は
選
挙
の
則

目
的
公
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日
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投
票
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日
ま
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で
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不
ト
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投
開
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昌
人
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さ
れ
て
い
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山

町
村
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当
日
投
訟
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行
け
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品
川
町

「
け

立
川
」
や
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添
え
て
不
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将
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川
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請
求
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‘
不
ト
仕
者
投
訴
を
管
内
す
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で
投
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す
。

こ
の
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投
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市
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選
苧
ゆ
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会
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す
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統
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方
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二
十

八
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以
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叫
に
生
ま
れ
た
者

川
附
抹
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古
昭
和
凶
十
九
年
↓
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五
H
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前
に
転
出
し
た
者

的
縦
覧
期
間
印

4

口
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4
・
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仏
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猛
」
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先

制
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木
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刷

将

附

(附

一

札

制

光

俊

(勝
利

化
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一
雄

(忠

ι

ぬ
正
月
↓
H
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行
必
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川

美

紀

(桁

地
川
芙
舌
(
光
州
H

h
川
五
都
和

(俊
典

-
践
し
斬
り
に
少
年
剣
士
も
び
っ
く
り

A
F
全
剣
道
迎
則
的
本
げ
い
こ
納
会
が
級

位
前
吋
会
を
統
ね
て一

川
十
-
円
、
武
道

館
で
行
わ
れ
、
け
い
こ
の
前
に
桁
市
役
の

磯
辺
紀
白
さ
ん

(川
段
)
が
本
物
の
霊
刃

で
屑
合
政
き
と
試
し
斬
り
を
被
は
(
写
真
)

一7
1
4
の
一斗
剣
士
は
気
合
い
の
人

っ
た
刃

さ
ば
き
に
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
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悶
た
ん
じ
よ
う
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で
と
う

凶叶
1

夫
相

(叫

二
弘
)
定

日

佐

藤

智

紀

F

進
ド
江
削
引
)
八
幡
町
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-
中
里
へ
き
地
保
健
福
祉
館
が
落
成

い
ま
ま
で
集
会
の
場
所
と
し
て
学
校
し

か
な
か
っ
た
中
里
地
区
に
待
望
の
へ
き
地

保
健
相
祉
館
が
完
成
、

一
月
二
十
六
日
喜

び
の
務
成
祝
賀
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
部
落
自
慢
の
手
打
ち
そ

ば
を
ご
馳
走
す
る
と
あ
っ
て
新
し
い
調
理

室
は
大
繁
盛
(
写
真
)
。
出
席
の
来
賓
約

百
人
は
そ
ば
の
お
か
わ
り
を
連
発
、
温
か

い
手
料
理
に
大
喜
び
で
し
た
。
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